
  

 

 

 

 

 

 

 

 

敦賀・新大阪間 総額２兆１千億円 
巨大な投資 

事業効果は「不明」 
 

北陸新幹線は、長野・敦賀間で 3兆 9千

億円の総事業費の見込み。さらに敦賀・新

大阪間は概算 2 兆 1 千億円とされていま

す。この費用は、３分の２を国が、３分の

１を自治体が負担するといわれています。 

事業効果について、京都府知事は「関西

全体の発展につながる国家プロジェクト

である」と「国」や「関西全体」を持ち出

すだけで、京都にとってどういう発展につ

ながるのかはまともには説明していませ

ん。数千億規模の負担をする自治体として

極めて無責任な説明です。 

宇治市の負担はどうかという党議員の

質問に、市は「現在のところ費用負担を求

められることはないと考えている」。確定

的な説明は受けていないとのことです。 

駅もできず、線路も通らない宇治市にど

のような影響があるのかという質問には、

「府南部全体の発展につながるように取

り組んでいきたい」と答弁。松井山手にで

きる予定の新幹線駅に止まる列車は 1 時

間に 1 本程度と思われますが、「どれだけ

の乗降客がいて、宇治市にどういう経済効

果があるのか」ときいても、「現時点にお

いて、停車本数や乗降客数を見込める状況

にはない」と答弁。 

停車本数も乗降客数もまったくわから

ない。国家プロジェクトだからというだけ

では、膨大な予算を投入する理由にはなり

ません。京都府は国のいいなり、宇治市は

府の説明の受け売りでは責任ある態度と

は言えません。 

 

地下水脈･排出土砂‥ 
自然環境破壊の危険性 

 
延伸ルートは、京都府を南北に貫いて、

京都駅、京田辺市を通って大阪府へ入り、

新大阪まで結ぶものです。その区間の大部

分が地下トンネルですが、膨大な掘削残土

をどう処理するか説明がありません。地下

水にどのような影響が出るのか解明され

ていません。大深度地下に巨大なトンネル

を掘りすすめて陥没などの危険性はない

のかなどについても説明がありません。 

京都新聞の世論調査では、「延伸する必

要がない」が４１％、「ルートを見直すべ

き」が１８％で、あわせて５９％が現行の

計画に反対しています。 

工事は２０３１年着工、１５年後の２０

４６年開通予定です。今からでも延伸計画

を白紙に戻すべきです。 

 

北陸新幹線の南部延伸事業 

 

 


